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マレーシア人は略称好き!?

１．はじめに
日本では、「パソコン」や「スマホ」とい

った略称を日常的に目にします。あまりにも
慣れてしまうと、略称かどうかすらわからな
くなります。自分が気づかないうちに、略称
で会話していることも多々あるでしょう。

実は、マレーシア人は、日本人と同等、い
やそれ以上に略称にどっぷり浸かっていま
す。本稿では、マレーシアの略称を紹介しま
す。「やりすぎ！？」と思われるくらい略称
が流通しています。

２．KL
「KL」 は、 ク ア ラ ル ン プ ー ル（Kuala 

Lumpur）の略称。筆者は定期的にKLを訪
問していますが、今思えば、マレーシア人と
話していて、「クアラルンプール」という単
語を聞いた記憶がありません。「東京」のこ
とを「TK」や「TKY」なんて言わない（言
っても通じない）と思いますが、マレーシア
人はKLです。「クアラルンプール」なんて律
儀に言っていたら、かえって引かれてしまう
かも！？

３．KLIA
「KLIA」は、空港の略称。正式名称は、

Kuala Lumpur International Airport（クア
ラルンプール国際空港）。空港名を略称にす
るのはよくあることかもしれませんが、KLIA
に限って言えば、ほとんど正式名称として使
われています。というのも、空港と市内を往
復する特急列車は「KLIA Ekspress」、空港
の 駅 名 は「KLIA」、 高 速 道 路 の 標 識 は

「KLIA」、成田空港で言うところの空港第２

ビルは「KLIA２」です。日本で成田空港の
ことをNRT等と標記しているのはフライト
チケットくらいですよね。

４．KL SentralとKLCC
KLの中心に位置するターミナルエリアは

その名も「KL Sentral」。「Central」ではな
く「Sentral」です。KL Sentralはビジネス・
観光・生活の全てにおいてハブとなる場所で
す。企業のオフィス、ショッピングエリア、
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【写真２】 KL Sentaral駅の案内板

【写真１】KLIA Ekspressの案内
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ホテル等、全てのインフラが集中していま
す。KLを訪れたら必ず立ち寄る場所と言え
ます。

KLCCの正式名称は正直知りませんでした
（ウェブで調べたところ、「KL City Center」
と言うそうです）。何度かマレーシアに足を
運んでいると、KLCCはもうKLCCとして認
知するようになります。日本でも有名なツイ
ンタワー（正式名称は、ペトロナスツインタ
ワー）。これはKLCCの駅の真上にそびえ立
っています。KLCCには、日系のスーパーが
入ったショッピングモールもあり、観光客で
賑わっています。

５．UPM
2014年にKLで開催された特許系のセミナ

ーに参加したのですが、その会場になったの
がUPM。大学です。正式名称は、Universiti 
Putra Malaysia。マレーシアの大学の敷地は
巨大で、タクシーの運転手に「UPM」と告
げても、目的の建物には辿り着けません。セ
ミ ナ ー 会 場 は、Pejabat Timbalan Naib 
Canselorという事務局の建屋だったのです
が、初日の朝にタクシーで移動する際、

私　「UPM, PTNC, please.」
運転手　「PTNC? What’s???」
というやり取りを毎朝繰り返していまし

た。
聞き返されても、正式名称は分からなかっ

たのですが…。

６．MyIPO
本誌は知財業界紙ですから、これは外せま

せん。ご存じの方も多いと思いますが、
「MyIPO」と書いて「マイポ」と読みます。
禁煙グッズのようなこの略称は、マレーシア
特許庁のことです。「マレーシア」のところ
を「My」とするあたり、洒落っ気がきいて
います。

７．結び
略称大好きなマレーシア。旅行や仕事で

KLを訪れる機会があれば、略称を探して街
歩きをしてみても面白いかもしれません。
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